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はじめに

一般に大規模な断層破砕帯は，岩質か脆弱なことか

ら厚い崖錐性堆積物を形成することが多く，新鮮な露

頭を観察瓦義否憾会は少ない．今回，徳島県ドの三波

川帯で，上韮生川断層（村田， 1988, 1990a, b)のト

レースと低角度で斜交する童学寺トンネル施T．中に断
層破砕帯が出現し，露頭観察と断層ガウジ採取の機会

を得た．その結果上韮生川断層は，最大 12.9kmの

変位量を持つ左横ずれ断層であるが（村田， 1990b), 

断層ガウジ中には右横ずれのセン断センスを示す組織

が観察された．上韮生川断層は第三紀に左横ずれ断層

として形成され（村田， 1990b)，第四紀に右横ずれ運

動が生じた口J能性があるので， ここに報告する．
本トンネルは徳島県によって施工中であり，掘削中

の観察データの公表を許口jしてくださった徳島県徳島

士木事務所の関係各位に感謝する．

上韮生川断層

上韮生川断層は，四国東部から中央部にかけての三

波川帯，秩父・黒瀬川・三宝山帯，四Jj十帯の帯状構

造を斜断する NE走向の左横ずれ成分の卓越する高角

度断層で，陸上部での総延長は徳島市西方から高知市

東方にかけて 90kmにも及ぶ（村田， 1988,1990 a, b) 

（第 1図）．上韮生川断層に沿っては左横ずれ変位量が

側方に変化し，断層の中央部で最大 (12.9km)て，北
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東および南内に向かって一定の割合で変位量が減少し

ていく三角形型の変位量分布を持つことか知られてい

る（村田， 1988,1990 a, b)． 卜韮生川断層は，地形に

もよく表れており，衛星画像でも囲線的な谷地形とし

てその存在が確認できるところがある．なお，上非生
あくいかわ

川断層は，徳島県ドでは鮎喰川断層（金属鉱物探鉱促

進事業団， 1970；徳島県 1972) として初めて明らか

にされ，高知県卜の上非生川構造線（藤田， 1943)と

ひと続きであるとして，上韮生川—鮎喰川断層（伊熊・

市川， 1978; Ichikawa, 1980)とされた断層である．

上非i_l川断層付近では御荷鉾緑色岩類分布域の周辺

にENE走向のトレースを持ち，右横ずれを示す 4つ

の断層の集合からなる鮎喰川断層系が存在している

（活断層研究会， 1991)（第 1図）．上韮生川断層と鮎喰

川断層系は全く別の断層で，両者は「はさみ」の関係

にありトレースか一致する部分はない（村田， 1995).

童学寺トンネルの概要

童学寺トンネルは，徳島市の西南西約 12km, 県道

伍井—神山線の道路改良工事の一環として施工中てあ

る今長641mの2車線の道路トンネルである．当トン

ネルははほ東西に延ひる標高 150-200mの尾根を斜

断する NE-SW方向に計画されている．当トンネルの

設計・施工に先立って，弾性波探杏・ボーリングによ

る詳細調査が実施されている．弾性波探責により南西

側の 60m間に低速度帯か検出されていたか，横断方

向の探杏測線には検出されていなかったなお， トン

ネル掘削は南西側から実施されている．

トンネル付近の地質概要

童学寺トンネル付近では，上韮生川断層は北束—南

西方向の谷に沿って通っており，その両側で東西性の

尾根の位薗が右ずれ方向に食い違うなど地形の様fが
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異なる．なお， この食い違いは断層変位によるもので

はなく，地質分布の違いにより形成されたものと解釈

されている． トンネル付近における三波川結晶片岩類

は，点紋緑色片岩・点紋泥質片岩からなる（第 2図），

トンネル区間ては今lul確認された断層破砕幣を境とし
て，断層の南束側に厚い点紋緑色片岩が，北西側に点

紋泥質片岩が分布している， これらの片岩の片狸面は

いずれも N60°W-N80°E,30°-80°Nの走向，傾斜
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第 2図 トンネル付近の地質図

トンネル南内側の点紋緑色1:岩の分布は村田
(1988)による．

第 1図 l.i杞L川断肘とトンネル施」t冗登．
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構造地質第43号 上非生Iii断屑の右横ずれ運動

第4図 トンネル内に出現した断層破砕帯．南内側坑nから
195m付近．位阻は第 3図にホされている．
破砕；；；o）＂品は 4.5mて，中央部に11柏O.Smの断雇ガ
ウジかみられる．断屑の南東（右）側には点紋緑色

片岩が，北内（左）側には点紋泥質片岩・点紋緑色

片岩互暦か分布する．

を持ち，断層の両側で差異は認められない． トンネル

区間東側に分布する厚い点紋緑色片岩は， トンネルの

南西方で断層の西側に同程度の層げで分布する点紋緑

色片岩に対比され， この付近での断層の左横ずれ変位

量は 1.1kmである． この変位量は断層中央部の 12.9

kmという値からはかなり小さく， トンネル付近は断

層の未端部に近いことか明らかになっている（村田，

1988) 

断層破砕帯の性状

断屑破砕帯は南西側坑口からトンネルセンターで

40 m (No. 91 +5,迎路測点No.91から 5mSW寄り）

（第3図）付近より一部で緑泥石化した緑色片岩をレ

ンズ状に介在して出現しているが，坑口から 90m~

280 m (No. 89-No. 79+ 10)の190m間に出現してい

る破砕帯が主断層の破砕帯と考えられる．断層破砕帯

は局部的な変化を除けば， N38°E, 85°SEの走IhJ・傾

斜を持ち，はぽ直線的に延びている（第 3図）．断層の

南束側のトンネル内には点紋緑色片岩が，北西側には

点紋緑色片岩を伴う点紋泥質片岩が主に分布し，付近

の地表調査の結果とよく対応している．

破砕帯は断層角礫をt体としており，その幅は 3.0
mから 6.5mまで変化し膨縮している．断層角礫には

鏡肌の形成か忍められる．鏡肌にはほぼ水平方向に近

い条線が観察され，傾斜方向の条線は稀である．断層

角礫帯の内部には最大で幅0.5-1.0m, 一部で細粒角

礫を含む断層ガウジがみられる（第3図）．南西側坑口

から 195m付近 (No.83+ 11)ではトンネル中央部に

断屑角礫に挟まれて 0.6mから 0.8mの輻の断層ガウ

ジがみられる（第4図）．断層ガウジは必ずしも破砕帯

の中央部に位置するとは限らないが（第3図），切羽観
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第5図 断屈ガウヽノ中の:/ii黄すれ変拉糾織の研磨曲．ji真．

採取位漑は第 3図に示されている．
a) 中央部に破断面を持つ仁英粒f（久日］）か束北
束内IVJ内J]伯］のセン断面に沿ってん横ずれに変位
している．

b)中央部のイコ英粒［には｛，横ずれをがす aタイプ

のJI改寸称組織がみられる．
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察記録よりほぽ連続しているらしい．露頭か断圏に虹

交するほぼ垂直な様面となることがほとんどであるた

め， トンネル内で横ずれセンスを確認することは難し

かったが，坑Uより 50m-55m(No. 90+!0-No. 90 

+15)付近で N75°E走向の副断層をトンネル底盤で

観察する機会があり，左横ずれを示す引きずりを確認

することができた．

断層ガウジの変位センス

トンネル掘削現場の南西側坑口から 200m付近

(No. 83+6) より断層ガウジを定方位で採取し， エポ

キシ樹脂で固定した後，水平方向に切断・研磨し，横

ずれ変位センスの観察を行った．断層ガウジ内には，

左横ずれを示す構造は確認されず，いくつかの右横ず

れの変位センスを示す構造が明瞭に確認された． 第 5

図a)では．中央部に破断面を持つ石英粒＋が，剪断面

に沿って右横ずれに変位している．なお， この剪断面

は主断層の方向から判断して R1である可能性か高い．

第 5図b) では右横ずれを示す a組織か確認された．

この変位センスは地質図スケールの変位や， トンネル

底盤でみられた断層の引きずりから明らかにされた左

横ずれ変位とは逆である．

上韮生川断層は，童学寺トンネル付近で 1.1kmの

左横ずれを示すにもかかわらず，断層ガウジ中に右横

ずれを示す変位センスが認められたのは．断層が引き

ずりを形成しながら左横ずれに大きく変位した後，既

存の断層ガウジの弱線を利用して右横ずれの運動か

あったことを示している．右横ずれの変位量がどの程

度であるかは現時点では不明であるので．今後，変位

地形の検討を行う必要がある．上韮生川断層付近に

は，右横ずれの活断層として， ENE走向で全く別の断

層である鮎喰川断圏系が知られている（活断層研究

会， 1991；村田， 1995)．また，吉野川の北岸で阿讃山

脈の南縁には中央構造線活断層系が知られている（活

断層研究会， 1991；岡田， 1992；岡田・堤， 1997)．上

韮生川断層の左横ずれ運動は，中期中新世から鮮新世

のある時期に活動したと考えられており（村田， 1990

a)，右横ずれ運動は，徳島県ドで， ENEから NE走向

を持つ中央構造線活断層系と鮎喰川断層系（活断層研

究会， 1991)などと同様に，第四紀における活動であ

る可能性が高いと考えられる．

まとめ

童学寺トンネル掘削中に上韮生川断層の断層破砕帯

を約 190rnにわたって追跡調杏することができた．地

質図スケールで左横ずれを示すヒ韮生川断層は，第四

紀に入って右横ずれの運動をしている可能性が高いこ

とが断層ガウジの変形組織から明らかになった．今後

は，同断層近傍に位置する鮎喰川断層系や周辺のリニ

アメントとの関辿について検討する必要がある．
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